















　Abstract：A long time―scale of geology and natural history should be one of the important points
for students to totally see a natural environment of the local area. It also gives a basic viewpoint
to understand the regional and global problems ; large―scaled and rapid change of natural environments
exceeding the ordinary transitions.
　Presented here is a case of the elementary school class to study a geologic history of a local area
in the northeast of Miyagi Prefecture, where various natural environments have been utilized and
protected. Although the students have commonly seen their landscapes, they have unfortunately less
known geology and its history of the land. The lecture and field geology class gave them a good
experience to learn the long―time history as well as a good opportunity to look a wonderful and proud
point of the natural environments in their own country again.
　The nature and natural history in local area should be a first step of study in the environmental
education of elementary school, followed by the social and life histories of the same area in next
steps. These successive studies of local histories must be needed especially for students in country
sides, because they will assume the sustainable development in the most critical area for regional
environment in near future.














































































































































































































     域に対する愛着心を育てること。
３） 自然環境が長い時間をかけて変化し現在に至
     っていることを理解し、より大きな時間と空
     間の視野からものごとを考える素地を養うこ









































































































































図５ 野外観察２の地点(長崎地区国道 342 号線沿いの土　　 図６ 野外観察２の地点で、貝化石の採取のようす。
　 　採場)で、鮮新世竜の口層の地層を説明するようす。
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ｃ．結果と生徒の反応
　当日は穏やかな秋晴となり、懸念されていた野外
観察へのアクセスも、中田町教育委員会や上沼小学
校教職員による配慮によって、移動がスムーズに行
われたことにより、授業はほぼ計画通りに実施でき
た。
　講義では、上沼の地質やその成り立ちとして、高
いところの山ほど古くにできたことを不思議に感ず
る子や「石灰が人の骨と同じカルシウムならば食べ
られるのか」という質問を講義のあとで受けること
もあった。話の内容は、かなり多くのものを含みす
ぎていたために、生徒には理解が不十分なままであ
ったように見受けられた。ただし、長い時間をかけ
て上沼の豊かな自然ができたことの主旨は、おおむ
ねつかんでいたように思われる。
　野外では、実際に講義で話した上沼の昔のようす
を示す証拠となる化石や岩石を体感しながら知るこ
とができた。実際、ほとんどの生徒にとっては、ハ
ンマーで石を割ることや化石に触れることがはじめ
ての体験であり、それが学校の近くのよく知ってい
る山や丘でできたことで、岩石や化石に対する興味
を覚える子もあった。しかし、石灰岩の溶解や化石
のでき方などについては、あまり関心が示されなか
った。これは、一般に、野外での説明では生徒の視
点や集中力が定まらないことにもよる。むしろ、め
ずらしい形や色の石灰岩や大きくきれいな貝化石を
採取することへとすぐに興味が変わってゆく傾向に
あった。
　ｄ．反省と今後の展開
　　授業は、当初のねらいと計画を絞り込んでいた
こともあって、ほぼ予想通りに終えることができた。
しかし、生徒一人ひとりにとって、地域の自然環境
に関する理解は進んでも、それが発展的なものかど
うかに関しては疑わしいところも多い。これは、こ
の授業がイベントの一環として行われたものである
ために、担当者と参加生徒の双方にとって授業とい
う意識が薄かったことによる。授業内容としては、
参加生徒の学校での学習程度を十分把握せずに授業
を行なったために、講義での紹介や説明に一部が難
しいものとなっていた帰来がある。特に、最も重要
と考えた時間（時代）スケールの把握は、単に数値
を述べるにとどまらず、常套手段ながら、別の時間
（または長さ）のスケールに例えて図示説明するこ
とが必要であった。また、授業の時間配分に制約が
あったこともあり、生徒の反応を十分に確認しなが
ら授業が進められたとは言えず、やや一方的な面も
あったことも反省すべき点であった。
　こうしたことから、たとえイベントの特別授業で
あったとは言え、生徒の理解を発展的に深めて当初
の授業のねらいを確かにするために、授業内容を補
足するメディアの利用を次の検討課題と考えている。
具体的には、インターネットを利用して、授業内容
の主旨である上沼地域の地質とその成り立ちについ
ての内容（本報告の内容）を上沼小学校のホームペ
ージにおいて紹介し、生徒が自由に閲覧できるよう
にする。そして、不明な点があれば宮城教育大学の
授業担当者へ直接問い合わせることができるように
してゆきたい。
４．おわりに
　上沼地域は、前章に述べたように、平野と山間の
中間でかつ大河に沿ったところである。それは、日
本の原風景ともいえる里山と湿地－水田が残された
自然に恵まれた地域であり、一方で、洪水という自
然の怖さにも度々面してきた地域でもある。今回の
実践例は、自然環境そのものを学ぶことを主眼とし
たが、これから行うべき環境教育の授業実践として
さらに、地域のさまざまな土地利用や人々のこれま
での生活などを題材として上乗せしてゆくことによ
って、人間と自然環境との関わりを学んでゆく必要
がある。このことによって、文字通り、自然環境と
の「共生」について直接的に理解し考えることがで
きるであろう。
　生まれ育ってきた地域の環境を学ぶということは、
環境教育を担当する指導者の思惑とは裏腹に、生徒
自身からみると多少当惑するところがあるようにも
見受けられる。そうした傾向は、自然環境が失われ
ている都会の学校よりも、むしろ自然環境に恵まれ
た田舎の学校で多くみられる。これは、後者の生徒
が、あるいは、周りにごくふつうに存在する自然環
境に鈍感になり、その価値を見過ごしてしまってい
るからかも知れない。しかし、豊かな自然環境の保
全ということを考えた場合、今後も次の世代として
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その地域に生活してゆくであろう彼らには、自然環
境とその変化について特に敏感にしかも確かに認識
するようになってもらいたい。そのためにも、特に
このような地域で環境教育を実践してゆくには、自
然環境の捉え方にある程度の定向性と客観性をもっ
た科学的な視座が指導者にも備わっていることが必
要に思われる。
　地域の自然環境を学ぶことは、一見すると、当面
している地球環境問題への対応としての環境教育か
らずれているように見えるかも知れない。しかし、
地球環境問題のみを題材とした環境教育は観念的な
部分を含むため、指導者に相当の信念があるととも
に、生徒にもある程度の知識と理解力がないかぎり、
授業内容の巾もせまく短絡的になりかねない。その
ため、やはりある段階をふんだ教育が求められるの
であろう。最終的に地球環境問題を自ずから考える
ようになるためには、生徒の理解の進行にあわせて、
身近な地域環境から次第に地球環境へと観る対象を
広げてゆくことが必要であり、その際には、環境の
変化の時間のスケールの観点が重要である。特に小
学校では、情緒や感性を豊かにする中で、こうした
観点を自然に備えてゆけるのが望ましいように思わ
れる。
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